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は
じ
め
に

　
西
九
州
新
幹
線
が
2
0
2
2
年
9
月

23
日
に
開
業
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
移
動
制

限
が
緩
和
さ
れ
、円
安
と
入
国
規
制
緩
和

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
後
押
し
す
る
中

で
の
新
し
い
高
速
交
通
機
関
の
誕
生
な
の

で
、全
国
的
な
注
目
度
も
高
い
。広
域
的

な
誘
客
戦
略
に
は
、自
治
体
や
J
R
九

州
だ
け
で
な
く
、旅
行
代
理
店
各
社
も

力
を
入
れ
て
い
る
。そ
の
一
方
、博
多
駅

と
直
結
し
な
い
こ
と
か
ら
、長
崎
県
全
域

で
の
歓
迎
ム
ー
ド
と
い
う
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
以
下
で
は
、2
0
0
4
年
3
月
13
日
か

ら
2
0
1
1
年
3
月
12
日
の
全
線
開
業

ま
で
の
7
年
間
、リ
レ
ー
方
式
で
部
分
開

業
し
て
い
た
九
州
新
幹
線「
新
八
代－

鹿
児
島
中
央
」間（
図
1
）を
参
考
と
し

つ
つ
、西
九
州
新
幹
線
開
業
が
長
崎
県
、

と
り
わ
け
佐
世
保
市
を
含
む
長
崎
県
北

地
域
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

九
州
新
幹
線

「
新
八
代－

鹿
児
島
中
央
」間

の
部
分
開
業
効
果

「
マ
イ
レ
ー
ル
」化
し
た
新
幹
線

　
今
か
ら
18
年
前
に
九
州
新
幹
線「
新
八

代－

鹿
児
島
中
央
」間
は
部
分
開
業
し

た
。そ
れ
ま
で
2
時
間
を
要
し
て
い
た
移

動
時
間
は
僅
か
34
分
へ
と
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た（「
博
多－

鹿
児
島
中
央
」間
は
3 

時
間
40
分
か
ら
2
時
間
10
分
へ
。全
線
開

業
後
の
現
在
は
1
時
間
16
分
）。部
分
開

業
後
に
鹿
児
島
中
央
駅
構
内
で
実
施
し

た
新
幹
線
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
興
味

深
い
結
果
が
あ
る
。
一
般
に
新
幹
線
開

業
効
果
は「
観
光
・レ
ジ
ャ
ー
」と「
ビ
ジ
ネ

ス
」で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、行
政
や
ホ
テ
ル・

旅
館
経
営
者
は
大
規
模
イ
ベ
ン
ト・コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
に
よ
る
集
客
力
向
上

に
力
を
注
い
で
い
た
。

　
し
か
し
九
州
新
幹
線
部
分
開
業
後
の

新
幹
線
利
用
目
的
の
推
移
を
見
る
と
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」で
も「
観
光・レ
ジ
ャ
ー
」で
も

な
い「
そ
の
他
」が
年
を
追
う
ご
と
に
増
え

て
い
る（
図
2
）。こ
の「
そ
の
他
」の
内
訳

で
最
も
多
い
の
は「
通
勤
」「
通
学
」だ
が
、

そ
れ
ら
以
外
の「
習
い
事
」や「
親
の
介

護
」「
合
コ
ン
」等
々
、多
様
な
回
答
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
当
時
、鹿
児
島
中
央
駅
新
幹
線
改
札

内
で
筆
者
も
加
わ
っ
て
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
毎
週
月
、水
、金
曜

日
は
塾
の
日
で
す
」（
川
内
駅
乗
車
の
小

学
6
年
生
）、「
主
人
の
父
親
が
要
介
護
で

す
が
、今
日
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
ら
れ
な

い
の
で
私
が
介
護
に
来
ま
し
た
」（
出
水
駅

乗
車
の
御
婦
人
）、「
毎
週
土
曜
日
は
ア

ミ
ュ
で
新
作
映
画
を
観
る
の
が
楽
し
み
で

す
」（
川
内
駅
乗
車
の
リ
タ
イ
ア
直
後
の

男
性
）」と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
た
。ま
た
、

「
土
曜
日
は
時
々
合
コ
ン
し
て
ま
す
が
、

門
限
に
間
に
合
う
よ
う
に
帰
宅
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
川
内
駅
乗
車
の

O
L
）と
いっ
た
声
も
聞
か
れ
た
。特
急
が

新
幹
線
と
な
る
こ
と
で
、終
電
が
遅
く
な

る
こ
と
の
効
果
が
新
幹
線
駅
界
隈
の
滞

在
時
間
延
長
を
も
た
ら
し
て
い
る
。婚
姻

件
数
減
少
時
代
に
お
け
る
男
女
の
出
会

い
の
場
創
出
機
能
を
も
新
幹
線
が
発
揮

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
般
的
に
、新
幹
線
効
果
を
活
か
す
た

め
に
観
光
振
興
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
集
客

に
の
み
目
を
奪
わ
れ
が
ち
に
な
る
が
、「
教

育
」や「
福
祉
」と
い
っ
た
面
で
も
新
幹
線

は
活
用
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、博
多
駅
と

直
接
つ
な
が
ら
な
い
九
州
新
幹
線
初
体

験
だ
っ
た
鹿
児
島
県
民
は
、新
幹
線
の
多

面
的
な
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で「
マ
イ

レ
ー
ル
化
」を
進
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
武
雄
温
泉
駅

以
南
で
も
同
様
の
現
象
が
顕
在
化
す
る

可
能
性
が
あ
り
、新
幹
線
の
利
用
目
的
を

必
ず
し
も
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
目
的
と
限
定

し
な
い
新
幹
線
活
用
方
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

「
人
」と「
競
争
原
理
」を

同
時
に
運
ぶ
新
幹
線

　　
西
九
州
新
幹
線
の
終
着
駅
を
擁
す
る

県
都・長
崎
市
と
九
州
新
幹
線
の
終
着
駅

を
擁
す
る
県
都・鹿
児
島
市
の
都
市
構
造

に
は
共
通
点
が
多
い
。中
心
市
街
地（
長

崎
市
は
浜
町
、鹿
児
島
市
は
天
文
館
）と

新
幹
線
終
着
駅
の
直
線
距
離
が
と
も
に 

1
㎞
強
で
、そ
れ
ら
が
路
面
電
車
で
結
ば

れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
九
州
新
幹
線
部
分
開
業
か
ら
半
年
後

の
2
0
0
4
年
9
月
17
日
、鹿
児
島
中

央
駅
の
駅
ビ
ル「
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
」

が
開
業
し
た
。駅
ビ
ル
に
出
店
し
た

1
9
2
店
の
う
ち
、７
割
が
鹿
児
島
初
出

店
で
あ
り
、県
外
資
本
と
地
場
資
本
の
競

争
は
激
化
し
た
。10
代
後
半
〜
30
代
前
半

の
女
性
を
中
心
に
消
費
購
買
力
は
、従
来

西九州新幹線の多面的機能

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－

新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

寄稿　鳥丸 聡

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－

武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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■図1　現在の九州の鉄道ネットワークと
　　　　2004年の九州新幹線部分開業区間

資料）九州新幹線西九州ルート（武雄温泉 ・長崎間）パンフレットに加筆

資料）鹿児島地域経済研究所（現九州経済研究所）「九州新幹線部分開業5年後の利用状況について」
備考）アンケートは、鹿児島中央駅構内で、各年3月中旬の水曜日、金曜日、土曜日、日曜日の4日間実施　回答数は、毎年1,000件強

■図2　利用目的別九州新幹線部分開業後の利用目的の変化

は
じ
め
に

　
西
九
州
新
幹
線
が
2
0
2
2
年
9
月

23
日
に
開
業
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
移
動
制

限
が
緩
和
さ
れ
、円
安
と
入
国
規
制
緩
和

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
後
押
し
す
る
中

で
の
新
し
い
高
速
交
通
機
関
の
誕
生
な
の

で
、全
国
的
な
注
目
度
も
高
い
。広
域
的

な
誘
客
戦
略
に
は
、自
治
体
や
J
R
九

州
だ
け
で
な
く
、旅
行
代
理
店
各
社
も

力
を
入
れ
て
い
る
。そ
の
一
方
、博
多
駅

と
直
結
し
な
い
こ
と
か
ら
、長
崎
県
全
域

で
の
歓
迎
ム
ー
ド
と
い
う
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
以
下
で
は
、2
0
0
4
年
3
月
13
日
か

ら
2
0
1
1
年
3
月
12
日
の
全
線
開
業

ま
で
の
7
年
間
、リ
レ
ー
方
式
で
部
分
開

業
し
て
い
た
九
州
新
幹
線「
新
八
代－

鹿
児
島
中
央
」間（
図
1
）を
参
考
と
し

つ
つ
、西
九
州
新
幹
線
開
業
が
長
崎
県
、

と
り
わ
け
佐
世
保
市
を
含
む
長
崎
県
北

地
域
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

九
州
新
幹
線

「
新
八
代－

鹿
児
島
中
央
」間

の
部
分
開
業
効
果

「
マ
イ
レ
ー
ル
」化
し
た
新
幹
線

　
今
か
ら
18
年
前
に
九
州
新
幹
線「
新
八

代－

鹿
児
島
中
央
」間
は
部
分
開
業
し

た
。そ
れ
ま
で
2
時
間
を
要
し
て
い
た
移

動
時
間
は
僅
か
34
分
へ
と
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た（「
博
多－

鹿
児
島
中
央
」間
は
3 

時
間
40
分
か
ら
2
時
間
10
分
へ
。全
線
開

業
後
の
現
在
は
1
時
間
16
分
）。部
分
開

業
後
に
鹿
児
島
中
央
駅
構
内
で
実
施
し

た
新
幹
線
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
興
味

深
い
結
果
が
あ
る
。
一
般
に
新
幹
線
開

業
効
果
は「
観
光
・レ
ジ
ャ
ー
」と「
ビ
ジ
ネ

ス
」で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、行
政
や
ホ
テ
ル・

旅
館
経
営
者
は
大
規
模
イ
ベ
ン
ト・コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
に
よ
る
集
客
力
向
上

に
力
を
注
い
で
い
た
。

　
し
か
し
九
州
新
幹
線
部
分
開
業
後
の

新
幹
線
利
用
目
的
の
推
移
を
見
る
と
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」で
も「
観
光・レ
ジ
ャ
ー
」で
も

な
い「
そ
の
他
」が
年
を
追
う
ご
と
に
増
え

て
い
る（
図
2
）。こ
の「
そ
の
他
」の
内
訳

で
最
も
多
い
の
は「
通
勤
」「
通
学
」だ
が
、

そ
れ
ら
以
外
の「
習
い
事
」や「
親
の
介

護
」「
合
コ
ン
」等
々
、多
様
な
回
答
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
当
時
、鹿
児
島
中
央
駅
新
幹
線
改
札

内
で
筆
者
も
加
わ
っ
て
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
毎
週
月
、水
、金
曜

日
は
塾
の
日
で
す
」（
川
内
駅
乗
車
の
小

学
6
年
生
）、「
主
人
の
父
親
が
要
介
護
で

す
が
、今
日
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
ら
れ
な

い
の
で
私
が
介
護
に
来
ま
し
た
」（
出
水
駅

乗
車
の
御
婦
人
）、「
毎
週
土
曜
日
は
ア

ミ
ュ
で
新
作
映
画
を
観
る
の
が
楽
し
み
で

す
」（
川
内
駅
乗
車
の
リ
タ
イ
ア
直
後
の

男
性
）」と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
た
。ま
た
、

「
土
曜
日
は
時
々
合
コ
ン
し
て
ま
す
が
、

門
限
に
間
に
合
う
よ
う
に
帰
宅
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
川
内
駅
乗
車
の

O
L
）と
いっ
た
声
も
聞
か
れ
た
。特
急
が

新
幹
線
と
な
る
こ
と
で
、終
電
が
遅
く
な

る
こ
と
の
効
果
が
新
幹
線
駅
界
隈
の
滞

在
時
間
延
長
を
も
た
ら
し
て
い
る
。婚
姻

件
数
減
少
時
代
に
お
け
る
男
女
の
出
会

い
の
場
創
出
機
能
を
も
新
幹
線
が
発
揮

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
般
的
に
、新
幹
線
効
果
を
活
か
す
た

め
に
観
光
振
興
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
集
客

に
の
み
目
を
奪
わ
れ
が
ち
に
な
る
が
、「
教

育
」や「
福
祉
」と
い
っ
た
面
で
も
新
幹
線

は
活
用
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、博
多
駅
と

直
接
つ
な
が
ら
な
い
九
州
新
幹
線
初
体

験
だ
っ
た
鹿
児
島
県
民
は
、新
幹
線
の
多

面
的
な
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で「
マ
イ

レ
ー
ル
化
」を
進
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
武
雄
温
泉
駅

以
南
で
も
同
様
の
現
象
が
顕
在
化
す
る

可
能
性
が
あ
り
、新
幹
線
の
利
用
目
的
を

必
ず
し
も
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
目
的
と
限
定

し
な
い
新
幹
線
活
用
方
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

「
人
」と「
競
争
原
理
」を

同
時
に
運
ぶ
新
幹
線

　　
西
九
州
新
幹
線
の
終
着
駅
を
擁
す
る

県
都・長
崎
市
と
九
州
新
幹
線
の
終
着
駅

を
擁
す
る
県
都・鹿
児
島
市
の
都
市
構
造

に
は
共
通
点
が
多
い
。中
心
市
街
地（
長

崎
市
は
浜
町
、鹿
児
島
市
は
天
文
館
）と

新
幹
線
終
着
駅
の
直
線
距
離
が
と
も
に 

1
㎞
強
で
、そ
れ
ら
が
路
面
電
車
で
結
ば

れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
九
州
新
幹
線
部
分
開
業
か
ら
半
年
後

の
2
0
0
4
年
9
月
17
日
、鹿
児
島
中

央
駅
の
駅
ビ
ル「
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
」

が
開
業
し
た
。駅
ビ
ル
に
出
店
し
た

1
9
2
店
の
う
ち
、７
割
が
鹿
児
島
初
出

店
で
あ
り
、県
外
資
本
と
地
場
資
本
の
競

争
は
激
化
し
た
。10
代
後
半
〜
30
代
前
半

の
女
性
を
中
心
に
消
費
購
買
力
は
、従
来

西九州新幹線の多面的機能

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－

新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

寄稿　鳥丸 聡

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－

武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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資料）九州地方整備局資料に加筆

■図3　武雄JCTと八代JCTのゲートウェイ図 の
中
心
市
街
地・天
文
館
か
ら
九
州
新
幹

線
の
南
の
終
着
駅
の
駅
ビ
ルへ
と
流
れ
た
。

新
幹
線
の
終
着
駅
ビ
ル
は
、部
分
開
業
に

も
か
か
わ
ら
ず
都
市
内
の
商
業
重
心
を

移
動
さ
せ
る
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た

ら
し
た
こ
と
に
な
る
。路
面
電
車
の
利
用

客
数
は
V
字
回
復
し
た
が
、終
着
駅
と

既
存
中
心
市
街
地
の
回
遊
は
定
着
せ

ず
、に
ぎ
わ
い
空
間
の
分
断
は
現
在
も
続

い
て
い
る
。

　
2
0
2
1
年
11
月
16
日
に
開
催
さ
れ

た「
長
崎
県
新
幹
線
開
業
効
果
拡
大
推

進
本
部
会
議
」で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
登
壇
さ
れ
た
鹿
児
島
市
の
ホ
テ
ル
社

長
は
、2
0
0
4
年
の
新
幹
線
部
分
開
業

か
ら
2
0
1
1
年
の
全
線
開
業
ま
で
の

影
響
に
つ
い
て
、「
県
外
の
ホ
テ
ル
が
続
々

と
進
出
し
て
来
て
、競
争
は
新
幹
線
が
来

る
前
よ
り
も
激
し
く
な
っ
て
、そ
の
勢
い

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
」と
熱
く
語
っ
た
。

要
す
る
に
新
幹
線
は「
人
」を
運
ぶ
の
と
同

時
に「
競
争
原
理
」も
運
ん
で
く
る
と
い
う

こ
と
だ
。増
加
し
た
観
光・ビ
ジ
ネ
ス
客
だ

け
で
な
く
、従
来
の
常
連
客
ま
で
域
外
資

本
が
奪
っ
た
。実
際
、鹿
児
島
中
央
駅
前

に
2
0
0
室
以
上
あ
っ
た
ホ
テ
ル
は
新
幹

線
部
分
開
業
後
に
閉
館
し
て
今
は
更
地

に
な
って
い
る
。鹿
児
島
市
都
心
の
に
ぎ
わ

い
空
間
・
天
文
館
に
立
地
し
て
い
た

2
0
0
室
以
上
の
ホ
テ
ル
も
閉
館
に
追

い
込
ま
れ
て
、今
は
路
面
電
車
通
り
に
面

し
た
平
場
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。替
わ
り
に
東
横
イ
ン
が
鹿
児
島

中
央
駅
東
口
と
西
口
、天
文
館
に
2
棟
、

計
4
棟
が
開
業
し
た
。ア
パ
ホ
テ
ル
も
駅

裏
と
天
文
館
に
立
地
し
て
い
る
。外
か
ら

見
る
と
新
幹
線
開
業
で
元
気
そ
う
に
見

え
る
鹿
児
島
市
も
、内
情
は
県
外
資
本

の
勢
力
図
が
広
が
る
一
方
だ
。足
も
と
で

は
海
外
資
本
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
が
開

業
予
定
だ
。

　
そ
の
鹿
児
島
市
は
2
0
0
4
年
の
部

分
開
業
ま
で
、「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
」「
イ
オ

ン
」そ
し
て「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
」

が
存
在
し
な
か
っ
た
。当
時
、九
州
7
県
の

県
庁
所
在
都
市
で
3
つ
の
巨
大
流
通
施

設
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
鹿
児
島
市
だ

け
だ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、九
州
新
幹
線
部
分

開
業
の
年
に
ス
タ
ー
バッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
が

鹿
児
島
中
央
駅
に
、部
分
開
業
か
ら
3
年

目
に
イ
オ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
市

南
部
に
、さ
ら
に
2
0
1
1
年
の
九
州
新

幹
線
全
線
開
業
と
同
時
に
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
が
参
入
し
た
。高
速
交
通
基
盤
が
整

備
進
捗
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
域
外
資
本

が
進
出
し
て
く
る
現
象
は
、長
崎
も
同
様

だ
ろ
う
。

域
外
資
本
参
入
で
高
ま
っ
た

県
都
の「
ダ
ム
効
果
」

　
一
方
、地
域
の
購
買
力
が
県
外
に
流
出

す
る
の
を
防
ぐ「
ダ
ム
効
果
」を
域
外
資

本
が
集
積
す
る
駅
ビ
ル
が
発
揮
し
た
こ
と

に
よ
って
、北
部
九
州
へ
と
消
費
購
買
力
が

流
出
す
る「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」に
歯
止
め
が

か
か
っ
た
。福
岡
一
極
集
中
の
ス
ト
ロ
ー
効

果
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
は
、地
場
資
本

と
い
う
よ
り
、本
来
は
地
場
資
本
と
競
合

す
る
は
ず
だ
っ
た
域
外
資
本
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、高
速
交
通
体
系
が
整
備
さ

れ
て
い
く
過
程
で
の
に
ぎ
わ
い
空
間
づ
く

り
に
大
い
な
る
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、高
速
交
通
社
会
の
到
来
は
、

域
外
資
本
が
競
争
原
理
を
持
ち
込
み
地

場
資
本
と
の
競
合
を
煽
る
一
方
、消
費
購

買
力
の
域
外
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る

「
ダ
ム
効
果
」を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。西
九
州
新
幹
線
開
業
後
に
も
同
様

の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、域
外
資
本

と
い
う「
他
力
」と
地
場
資
本
の「
自
力
」

が
せ
め
ぎ
合
う「
競
争
と
協
調
の
バ
ラ
ン

ス
」に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
求

め
ら
れ
る
。

長
崎
県
北
地
域
活
性
化 

に
向
け
た
西
九
州
新
幹

線
の
活
用
方
策

　
以
下
で
は
、九
州
新
幹
線（
部
分
）開
業

効
果
も
参
考
と
し
つ
つ
、西
九
州
新
幹
線

効
果
を
直
接
享
受
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
長
崎
県
北
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た「
次
の
一
手
」を
検
討
し
た
い
。

博
多
駅
と
直
結
し
な
い

西
九
州
新
幹
線
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す

　「
特
急
か
も
め
」と「
新
幹
線
か
も
め
」

の
リ
レ
ー
方
式
に
よ
る
乗
換
駅（
武
雄
温

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－

新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－

武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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資料）九州地方整備局資料に加筆

■図3　武雄JCTと八代JCTのゲートウェイ図 の
中
心
市
街
地・天
文
館
か
ら
九
州
新
幹

線
の
南
の
終
着
駅
の
駅
ビ
ルへ
と
流
れ
た
。

新
幹
線
の
終
着
駅
ビ
ル
は
、部
分
開
業
に

も
か
か
わ
ら
ず
都
市
内
の
商
業
重
心
を

移
動
さ
せ
る
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た

ら
し
た
こ
と
に
な
る
。路
面
電
車
の
利
用

客
数
は
V
字
回
復
し
た
が
、終
着
駅
と

既
存
中
心
市
街
地
の
回
遊
は
定
着
せ

ず
、に
ぎ
わ
い
空
間
の
分
断
は
現
在
も
続

い
て
い
る
。

　
2
0
2
1
年
11
月
16
日
に
開
催
さ
れ

た「
長
崎
県
新
幹
線
開
業
効
果
拡
大
推

進
本
部
会
議
」で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
登
壇
さ
れ
た
鹿
児
島
市
の
ホ
テ
ル
社

長
は
、2
0
0
4
年
の
新
幹
線
部
分
開
業

か
ら
2
0
1
1
年
の
全
線
開
業
ま
で
の

影
響
に
つ
い
て
、「
県
外
の
ホ
テ
ル
が
続
々

と
進
出
し
て
来
て
、競
争
は
新
幹
線
が
来

る
前
よ
り
も
激
し
く
な
っ
て
、そ
の
勢
い

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
」と
熱
く
語
っ
た
。

要
す
る
に
新
幹
線
は「
人
」を
運
ぶ
の
と
同

時
に「
競
争
原
理
」も
運
ん
で
く
る
と
い
う

こ
と
だ
。増
加
し
た
観
光・ビ
ジ
ネ
ス
客
だ

け
で
な
く
、従
来
の
常
連
客
ま
で
域
外
資

本
が
奪
っ
た
。実
際
、鹿
児
島
中
央
駅
前

に
2
0
0
室
以
上
あ
っ
た
ホ
テ
ル
は
新
幹

線
部
分
開
業
後
に
閉
館
し
て
今
は
更
地

に
な
って
い
る
。鹿
児
島
市
都
心
の
に
ぎ
わ

い
空
間
・
天
文
館
に
立
地
し
て
い
た

2
0
0
室
以
上
の
ホ
テ
ル
も
閉
館
に
追

い
込
ま
れ
て
、今
は
路
面
電
車
通
り
に
面

し
た
平
場
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。替
わ
り
に
東
横
イ
ン
が
鹿
児
島

中
央
駅
東
口
と
西
口
、天
文
館
に
2
棟
、

計
4
棟
が
開
業
し
た
。ア
パ
ホ
テ
ル
も
駅

裏
と
天
文
館
に
立
地
し
て
い
る
。外
か
ら

見
る
と
新
幹
線
開
業
で
元
気
そ
う
に
見

え
る
鹿
児
島
市
も
、内
情
は
県
外
資
本

の
勢
力
図
が
広
が
る
一
方
だ
。足
も
と
で

は
海
外
資
本
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
が
開

業
予
定
だ
。

　
そ
の
鹿
児
島
市
は
2
0
0
4
年
の
部

分
開
業
ま
で
、「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
」「
イ
オ

ン
」そ
し
て「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
」

が
存
在
し
な
か
っ
た
。当
時
、九
州
7
県
の

県
庁
所
在
都
市
で
3
つ
の
巨
大
流
通
施

設
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
鹿
児
島
市
だ

け
だ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、九
州
新
幹
線
部
分

開
業
の
年
に
ス
タ
ー
バッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
が

鹿
児
島
中
央
駅
に
、部
分
開
業
か
ら
3
年

目
に
イ
オ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
市

南
部
に
、さ
ら
に
2
0
1
1
年
の
九
州
新

幹
線
全
線
開
業
と
同
時
に
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
が
参
入
し
た
。高
速
交
通
基
盤
が
整

備
進
捗
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
域
外
資
本

が
進
出
し
て
く
る
現
象
は
、長
崎
も
同
様

だ
ろ
う
。

域
外
資
本
参
入
で
高
ま
っ
た

県
都
の「
ダ
ム
効
果
」

　
一
方
、地
域
の
購
買
力
が
県
外
に
流
出

す
る
の
を
防
ぐ「
ダ
ム
効
果
」を
域
外
資

本
が
集
積
す
る
駅
ビ
ル
が
発
揮
し
た
こ
と

に
よ
って
、北
部
九
州
へ
と
消
費
購
買
力
が

流
出
す
る「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」に
歯
止
め
が

か
か
っ
た
。福
岡
一
極
集
中
の
ス
ト
ロ
ー
効

果
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
は
、地
場
資
本

と
い
う
よ
り
、本
来
は
地
場
資
本
と
競
合

す
る
は
ず
だ
っ
た
域
外
資
本
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、高
速
交
通
体
系
が
整
備
さ

れ
て
い
く
過
程
で
の
に
ぎ
わ
い
空
間
づ
く

り
に
大
い
な
る
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、高
速
交
通
社
会
の
到
来
は
、

域
外
資
本
が
競
争
原
理
を
持
ち
込
み
地

場
資
本
と
の
競
合
を
煽
る
一
方
、消
費
購

買
力
の
域
外
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る

「
ダ
ム
効
果
」を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。西
九
州
新
幹
線
開
業
後
に
も
同
様

の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、域
外
資
本

と
い
う「
他
力
」と
地
場
資
本
の「
自
力
」

が
せ
め
ぎ
合
う「
競
争
と
協
調
の
バ
ラ
ン

ス
」に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
求

め
ら
れ
る
。

長
崎
県
北
地
域
活
性
化 

に
向
け
た
西
九
州
新
幹

線
の
活
用
方
策

　
以
下
で
は
、九
州
新
幹
線（
部
分
）開
業

効
果
も
参
考
と
し
つ
つ
、西
九
州
新
幹
線

効
果
を
直
接
享
受
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
長
崎
県
北
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た「
次
の
一
手
」を
検
討
し
た
い
。

博
多
駅
と
直
結
し
な
い

西
九
州
新
幹
線
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す

　「
特
急
か
も
め
」と「
新
幹
線
か
も
め
」

の
リ
レ
ー
方
式
に
よ
る
乗
換
駅（
武
雄
温

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－
新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－

武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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長崎だより長崎だより

資料）総務省「国勢調査」（2020年）
備考）倍率は各県人口2位都市に対する1位都市の倍率。県都一極集中割合は、各県人口に占める県都人口の割合

■表1　九州7県の人口1位都市の2位都市に対する倍率比較

■表2　九州7県間の転出超過数

資料）総務省「人口移動報告年報（2020年）」資料）九州地方新広域道路交通計画

■図4　広域道路ネットワーク計画図（長崎県拡大図）

（単位：人）

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－

新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－

武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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長崎だより長崎だより

資料）総務省「国勢調査」（2020年）
備考）倍率は各県人口2位都市に対する1位都市の倍率。県都一極集中割合は、各県人口に占める県都人口の割合

■表1　九州7県の人口1位都市の2位都市に対する倍率比較

■表2　九州7県間の転出超過数

資料）総務省「人口移動報告年報（2020年）」資料）九州地方新広域道路交通計画

■図4　広域道路ネットワーク計画図（長崎県拡大図）

（単位：人）

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－

新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－

武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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　西九州新幹線を利用意向を尋ねたところ、「ぜひ利
用したい（利用予定ありも含む）」が17.4%、「機会が
あれば利用したい」は59.2%となっており、合わせる
と約8割（76.6%）が「（機会があれば）利用したい」と
回答してぃます。一方、「利用したいとは思わない」は
18.6%にとどまり、「わからない」は4.8%でした。
　今回の結果を開業1年前（2021年10月）と比較す
ると、「ぜひ利用したい」は14.8%から17.4%へ、「機会
があれば利用したい」も53.0%から59.2%へとそれ
ぞれ増加しており、この1年間で新幹線開業に対する
気運醸成がすすみ、開業直前となる今回のリサーチ
では利用意向が高まってきたことがうかがえます。

　新幹線の開業が、私たちの生活や長崎県経済にど
のようなプラス効果をもたらすと思うか複数回答で
尋ねたところ、「長崎駅・諫早駅・新大村駅周辺の開
発が進み、まちが活性化する」が53.6％と最も多く、
これに「観光客やビジネス客が増加する」が46.4％、
「移動の利便性が向上する」が40.1％で続きました。
以下「通勤・通学の範囲が拡大する」（20.0％）、「長崎
県への企業進出が増える」（12.8％）、「U・I・Jターン
者の数が増加する」（8.0％）となっています。一方、
「プラスの効果はない」と回答した人も13.0％いました。

「リサチャン」は「長崎」に特化した地域密着型のアンケートサイトです。 長崎県内に居住する18歳以上の
方ならどなたでも参加できます。簡単な会員登録をするだけで、アンケートのご案内のメールが届きます。
★あなたもリサチャンのアンケートを通じて意見発信しませんか？
★ポイントを貯める楽しみも！ 会費等一切無料。いますぐご登録を！

長崎県内にお住まいの方限定 「リサチャン」 アンケートモニター募集中！

 ～[リサチャン 長崎 ］で検索 ～　https://researchan.jp/　

西九州新幹線の利用意向

◆西九州新幹線「（機会があれば）利用したい」が約8割

◆期待する開業のプラス効果、「まちの活性化」が半数

長崎県内に居住する18歳以上男女をモニターとするwebアンケートサイト「リサチャン」で実施
2022年8月17日（水）～8月23日（火）
414人(30歳代以下76人、40歳代91人、50歳代147人、60歳代以上100人)

調査期間

調査方法

回答者数

祝開業！西九州新幹線（長崎⇔武雄温泉）！
リサチャンレポート

長崎だより長崎だより

Ⅳ

機会があれば
利用したい
59.2％

利用したいとは
思わない
18.6％

わからない
4.8％

ぜひ利用したい
17.4％

新幹線の開業が生活や経済にもらたすプラス効果
（複数回答 N=414）

長崎駅・諫早駅・新大村駅周辺の
開発が進み、まちが活性化する
観光客やビジネス客が増加する

移動の利便性が向上する

通勤・通学の範囲が拡大する

長崎県への企業進出が増える

U・I・Jターン者の数が増加する

その他

プラスの効果はない

53.6
46.4

40.1

20.0

12.8

8.0
5.3

13.0

0 10 20 30 40 50 60

機会があれば
利用したい
53.0％

利用したいとは
思わない
23.2％

わからない
9.1％

ぜひ利用したい
14.8％

前回（2021年10月 N=406）今回（2022年8月 N=414）

（％）

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－

新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－
武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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　西九州新幹線を利用意向を尋ねたところ、「ぜひ利
用したい（利用予定ありも含む）」が17.4%、「機会が
あれば利用したい」は59.2%となっており、合わせる
と約8割（76.6%）が「（機会があれば）利用したい」と
回答してぃます。一方、「利用したいとは思わない」は
18.6%にとどまり、「わからない」は4.8%でした。
　今回の結果を開業1年前（2021年10月）と比較す
ると、「ぜひ利用したい」は14.8%から17.4%へ、「機会
があれば利用したい」も53.0%から59.2%へとそれ
ぞれ増加しており、この1年間で新幹線開業に対する
気運醸成がすすみ、開業直前となる今回のリサーチ
では利用意向が高まってきたことがうかがえます。

　新幹線の開業が、私たちの生活や長崎県経済にど
のようなプラス効果をもたらすと思うか複数回答で
尋ねたところ、「長崎駅・諫早駅・新大村駅周辺の開
発が進み、まちが活性化する」が53.6％と最も多く、
これに「観光客やビジネス客が増加する」が46.4％、
「移動の利便性が向上する」が40.1％で続きました。
以下「通勤・通学の範囲が拡大する」（20.0％）、「長崎
県への企業進出が増える」（12.8％）、「U・I・Jターン
者の数が増加する」（8.0％）となっています。一方、
「プラスの効果はない」と回答した人も13.0％いました。

「リサチャン」は「長崎」に特化した地域密着型のアンケートサイトです。 長崎県内に居住する18歳以上の
方ならどなたでも参加できます。簡単な会員登録をするだけで、アンケートのご案内のメールが届きます。
★あなたもリサチャンのアンケートを通じて意見発信しませんか？
★ポイントを貯める楽しみも！ 会費等一切無料。いますぐご登録を！

長崎県内にお住まいの方限定 「リサチャン」 アンケートモニター募集中！

 ～[リサチャン 長崎 ］で検索 ～　https://researchan.jp/　

西九州新幹線の利用意向

◆西九州新幹線「（機会があれば）利用したい」が約8割

◆期待する開業のプラス効果、「まちの活性化」が半数

長崎県内に居住する18歳以上男女をモニターとするwebアンケートサイト「リサチャン」で実施
2022年8月17日（水）～8月23日（火）
414人(30歳代以下76人、40歳代91人、50歳代147人、60歳代以上100人)

調査期間

調査方法

回答者数

祝開業！西九州新幹線（長崎⇔武雄温泉）！
リサチャンレポート

長崎だより長崎だより

Ⅳ

機会があれば
利用したい
59.2％

利用したいとは
思わない
18.6％

わからない
4.8％

ぜひ利用したい
17.4％

新幹線の開業が生活や経済にもらたすプラス効果
（複数回答 N=414）

長崎駅・諫早駅・新大村駅周辺の
開発が進み、まちが活性化する
観光客やビジネス客が増加する

移動の利便性が向上する

通勤・通学の範囲が拡大する

長崎県への企業進出が増える

U・I・Jターン者の数が増加する

その他

プラスの効果はない

53.6
46.4

40.1

20.0

12.8

8.0
5.3

13.0

0 10 20 30 40 50 60

機会があれば
利用したい
53.0％

利用したいとは
思わない
23.2％

わからない
9.1％

ぜひ利用したい
14.8％

前回（2021年10月 N=406）今回（2022年8月 N=414）

（％）

泉
駅
）が
立
地
す
る
佐
賀
県
武
雄
市
は
、

新
設
さ
れ
た
嬉
野
温
泉
駅
が
立
地
す
る

嬉
野
市
と
と
も
に
長
崎
県
北
地
域
への
交

通
ア
ク
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。図
3
を
見
る
と
、九
州
新

幹
線
部
分
開
業
時
の
北
端
＝
新
八
代
駅

は
九
州
縦
貫
道
と
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
分
岐
点
と
な
る
八
代
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
以
下
、J
C
T
）に
近
く
、西
九

州
新
幹
線
開
業
時
の
北
端
＝
武
雄
温
泉

駅
は
長
崎
自
動
車
道
と
西
九
州
自
動
車

道
の
分
岐
点
と
な
る
武
雄
J
C
T
に
近

い
。八
代
J
C
T
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎

県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
機
能
し
て
い

る
が
、西
九
州
自
動
車
道
路
の
4
車
線

化
工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、武
雄

J
C
T
の
長
崎
県
北
地
域
と
長
崎
県

央
・
県
南
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

は
一
層
高
ま
る
。

　
も
っ
と
も
、高
速
交
通
体
系
の
整
備
に

よ
っ
て
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・
佐
世

保
市
の
都
市
機
能
の
一
部
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
な
る
武
雄
市
に
集
約
さ
れ
る
可
能
性

も
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。筆
者
が
九

州
新
幹
線
部
分
開
業
直
後
に
複
数
の
企

業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、若
干
で
は

あ
る
が
、企
業
立
地
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
大
手
の
A
社
は
、鹿
児

島
・
宮
崎
の
両
営
業
所
を
廃
止
し
て
八
代

市
に
支
店
を
新
設
し
た
。鹿
児
島
市
へ
は

新
幹
線
で
、宮
崎
市
へ
は
九
州
縦
貫
自
動

車
道
と
宮
崎
自
動
車
道
を
利
用
し
た
社

用
車
で
の
営
業
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
だ
。こ
の
A
社
の
よ
う
に
、新
幹
線
部

分
開
業
後
に
支
店
を
閉
鎖
す
る
動
き
が

散
見
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
出
先
統

廃
合
の
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。む
し
ろ
、部
分
開
業
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
人
材
派
遣
会
社
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
鹿
児
島
市
内
に
事
業
所
を
新
設

し
、そ
こ
に
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
た
こ
と

の
プ
ラ
ス
効
果
の
方
が
支
店
撤
退
の
マ
イ

ナ
ス
効
果
を
上
回
って
い
た
。

　
同
様
に
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
長

崎
市
、佐
世
保
市
の
都
市
機
能
の「
中
抜

き
」あ
る
い
は「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。逆
説
的
だ
が
、

む
し
ろ「
博
多
駅
と
直
結
し
な
い
西
九
州

新
幹
線
」を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
地
域
振
興

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

県
土
の
多
極
構
造
が
課
題
の
長
崎
県

　
離
島
と
半
島
で
形
成
さ
れ
る
長
崎
県

の
県
土
構
造
の
特
長
の
1
つ
は
、良
く
も

悪
く
も
多
極
分
散
型
の
都
市
配
置
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。県
都
・
長
崎
市
の
長

崎
地
域
と
中
核
市・佐
世
保
市
の
県
北
地

域
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
大
村
市

と
諫
早
市
の
県
央
地
域
の
三
極
構
造
だ
。

九
州
7
県
の
人
口
規
模
で
N
o.
1
都
市

の
N
o.
2
都
市
に
対
す
る
倍
率
を
比
較

す
る
と
、長
崎
県
の
倍
率
は
最
も
小
さ
い

（
表
1
）。そ
れ
だ
け
人
口
集
積
地
が
分
散

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
地
方
銀
行
の
分
布
を
見
て
も
、人
口
規

模
の
大
き
い
福
岡
県
や
静
岡
県
を
除
く

全
国
の
多
く
の
県
が
、地
銀
、第
二
地
銀
、

信
用
金
庫
と
い
っ
た
構
造
を
成
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、長
崎
県
の
場
合
は
長
ら
く

合
併
前
の
十
八
銀
行（
本
店
所
在
地
・長

崎
市
）と
親
和
銀
行（
同
・
佐
世
保
市
）が

県
内
の
資
金
供
給
を
二
分
し
、一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
第
二
地
銀
が
育
た

な
か
っ
た
こ
と
が
分
散
型
の
県
土
構
造
を

象
徴
し
て
い
る
。

　
ま
た
、フ
ル
規
格
で
の
武
雄
温
泉－

新

鳥
栖
間
の
整
備
は
、佐
賀
県
側
の
負
担
金

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
賀

県
の
県
都
一
極
集
中
度
が
低
い
こ
と
も

課
題
の
一
つ
と
な
って
い
る
。福
岡
都
心
や

博
多
駅
と
直
結
す
る
高
速
道
路
、鉄
道
を

有
す
る
佐
賀
県
N
o.
2
都
市
の
唐
津
市

民
に
と
っ
て
、新
鳥
栖
以
西
の
新
幹
線
フ

ル
規
格
整
備
は
、長
崎
県
の
平
戸
市
民
や

松
浦
市
民
の
西
九
州
新
幹
線
への
関
心
が

薄
い
の
と
同
様
に
優
先
順
位
の
低
い
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。加
え
て
、九
州
各
県

で
は
、県
都
一
極
集
中
の
是
非
が
議
論
さ

れ
続
け
て
い
る
が
、九
州 

7
県
で
人
口
の

県
都
一
極
集
中
割
合
が
最
も
低
い
の
が

佐
賀
県
で
、そ
れ
に
次
ぐ
の
が
長
崎
県
だ

（
前
出
表
1
）。つ
ま
り
、西
九
州
新
幹
線

は
九
州
で
も
県
都
へ
の
人
口
の
集
積
度
が

低
い
2
つ
の
県
を
跨
る
高
速
鉄
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
は
、長
期
的

視
点
で
は「
均
衡
あ
る（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
）県
土
の
維
持
・
発
展
」と
い
う
点
で
は

理
想
的
で
あ
る
も
の
の
、短
期
的
に
は
域

外
へ
の
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
流
出
に
歯
止

め
を
掛
け
る「
ダ
ム
効
果
」機
能
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。表
2
で
九
州
各

県
間
の
転
出
超
過
数
を
み
る
と
、長
崎
県

の
み
が
他
6
県
全
て
に
対
し
て
転
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
極
分
散
型
の
県
土
構
造
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
の
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

望
ま
れ
る「
県
境
を
越
え
た
」

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
北
地
域
の
中
核
市・佐
世
保
市
の
市

民
レ
ベ
ル
で
西
九
州
新
幹
線
開
業
が
話
題

と
な
る
機
会
は
少
な
い
。そ
れ
は
、「
長
崎

県
内
」の
み
を
示
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
図
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る（
図 

4
）。西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、西
九

州
自
動
車
道
の
4
車
線
化
工
事
が
進
捗

す
る
今
後
は
、佐
賀
県
の「
武
雄
南
I
C

と
武
雄
温
泉
駅
」「
嬉
野
I
C
と
嬉
野
温

泉
駅
」を
、長
崎
県
北
地
域
の
総
合
計
画

に「
県
境
を
越
え
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
取
り
込
む
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、長
崎
市
内
の
高
校
を
卒
業
し

て
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校（
佐
世
保

市
川
下
町
）に
進
学
し
た
学
生
は
、佐
世

保
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
長
崎
大
学

（
長
崎
市
文
教
町
）に
進
学
す
る
学
生
同

様
、例
外
な
く
、実
家
か
ら
大
学
近
所
へ

と
転
居
す
る
。9
：
00
に
始
ま
る
1
限
目

授
業
に
出
席
す
る
に
は
早
朝
5：
47
長
崎

駅
発
普
通
列
車（
8
：
00
佐
世
保
駅
着
）

か
6：
55
長
崎
駅
発
快
速
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ナ
ー（
8：
37
佐
世
保
着
）に
乗
ら
ね
ば

な
ら
な
い
が
、大
学
最
寄
り
の
松
浦
鉄
道

「
大
学
駅
」ま
で
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

の
で
、シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
で
は
遅
刻
し

て
し
ま
う
。佐
世
保
市（
長
崎
市
）の
事
業

所
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
長
崎
市

（
佐
世
保
市
）の
事
業
所
へ
と
転
勤
し
た

場
合
も
同
様
に
転
居（
単
身
赴
任
含
む
）

を
強
い
ら
れ
る
。2
時
間
近
く
の
移
動
時

間
距
離
は
地
方
都
市
で
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、西
九
州
新
幹
線
開
業
前
に
、

長
崎
駅

－

武
雄
温
泉
駅
間
の
移
動
に
特

急（「
か
も
め
」と「
み
ど
り・ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」を
肥
前
山
口
駅（
現
・
江
北
駅
）で
乗

換
）で
も
最
短
1
時
間
25
分
を
要
し
て
い

た
の
が
、開
業
後
は
最
短
23
分
へ
と
短
縮

さ
れ
た
た
め
、県
都
・
長
崎
市
と
中
核
市
・

佐
世
保
市
間
の
通
勤・通
学
の
可
能
性
は

一
気
に
高
ま
って
い
る
。

　
佐
世
保
駅
界
隈
か
ら
武
雄
温
泉
駅
ま

で
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
と
、西
九
州
自

動
車
道
路「
佐
世
保
み
な
と
I
C－

武
雄

南
I
C
」経
由
で
40
分
弱（
筆
者
実
測
）で

移
動
可
能
だ
。つ
ま
り
、武
雄
温
泉
駅
最

寄
り
の
月
極
駐
車
場
を「
パ
ー
ク
&
新
幹

線
ラ
イ
ド
」の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
ば
、新
幹
線
へ
の
乗
換
時
間
を
考
慮
し

て
も
70
分
弱
で
通
勤
通
学
が
可
能
と
な
っ

た
。長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
の
よ
う
に

佐
世
保
市
で
も
郊
外
に
立
地
す
る
修
学

地
や
就
業
地
の
場
合
、相
浦
I
C
を
活
用

す
る
と
40
分
強
で
武
雄
温
泉
駅
ま
た
は

嬉
野
温
泉
駅
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

70
分
強
で
長
崎
駅
に
到
達
可
能
と
な
る
。

朝
夕
の
渋
滞
が
見
ら
れ
る
佐
世
保
大
塔 

I
C－

相
浦
I
C
間
の
4
車
線
化
も 

2
0
2
4
年
度
以
降
に
順
次
開
通
予
定

と
な
って
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、2
時
間

以
上
を
要
し
て
い
た
の
が
50
分
以
上
の
短

縮
と
な
れ
ば
、県
都
と
中
核
市
の
往
来
が

活
発
と
な
り
、長
崎
地
域
と
県
北
地
域
の

一
体
感
の
高
ま
り
に
も
期
待
が
持
て
る
。

さ
ら
に
、長
崎－

諫
早－

大
村－

佐
世
保

と
い
っ
た
大
村
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
一
帯
に
新

し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、従
来
、

福
岡
一
極
集
中
一
辺
倒
だ
っ
た
エ
ン
タ
メ

機
能
の
集
積
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の「
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、そ
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
一
気
に
高
ま
る
。

　
佐
賀
県
武
雄
市
や
嬉
野
市
は
、長
崎
県

に
と
って
は「
他
力
」だ
が
、そ
の「
他
力
」を

県
土
再
構
築
に
取
り
込
む
こ
と
で
、佐
賀

県
と
の
W
i
n－

W
i
n
の
関
係
が
築

か
れ
、西
九
州
新
幹
線
の
整
備
効
果
は
倍

増
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、長
崎
県
内
か
ら
武
雄
温
泉

駅
や
嬉
野
温
泉
駅
を
見
る
と
、「
県
境
の

向
こ
う
側
」に
位
置
す
る
た
め
、既
存
の
行

政
区
分
で
は
広
域
移
動
の
交
通
計
画
は

描
き
に
く
い
。し
か
し
、広
域
的
な
ハ
イ
モ

ビ
リ
テ
ィ（
高
速
交
通
）基
盤
整
備
の
影
響

は
広
範
に
及
ぶ
。県
境
を
越
え
た
民
間
主

導
の
新
し
い
交
通
体
系
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

〜
ブ
ー
ム
を
底
力
に
〜

　
1
9
7
5
年
に
山
陽
新
幹
線
が
岡
山

か
ら
博
多
駅
へ
と
延
伸
さ
れ
た
直
後
に
、

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。そ
れ

が
石
油
危
機
に
よ
る
高
度
経
済
成
長
の

終
焉
と
と
も
に
凍
結
さ
れ
た
時
か
ら
新
幹

線
延
伸
問
題
は
九
州
の
高
速
交
通
体
系

整
備
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
博
多－

鹿
児
島
中

央
間
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る

ま
で
の
36
年
間
、博
多
駅
を
擁
す
る
福
岡

市
は
終
着
駅
効
果
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

中
央
省
庁
の
出
先
機
関
と
大
企
業
の
九

州
支
社・支
店
は
福
岡
市
に
一
極
集
中
し

て
き
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
の
場
合
、武
雄
温
泉

駅－

新
鳥
栖
駅
間
の
フ
ル
規
格
整
備
が

決
着
を
見
て
も
、そ
の
基
盤
整
備
に
は
10

年
以
上
が
必
要
と
な
る
。政
治
的
決
着
を

見
守
る
一
方
で
は
、現
在
の
西
九
州
新
幹

線
を
マ
イ
レ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
域
内
活
性
化
の
道
を
探
り
た
い
。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
佐
賀
・
長
崎
両
県
が

開
催
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
強
い
ら
れ
た
潜

在
旅
行
需
要
者
の「
リ
ベ
ン
ジ
旅
行
」効
果

も
あ
っ
て
、西
九
州
新
幹
線
開
業
ブ
ー
ム

は
し
ば
ら
く
続
く
。円
安
と
入
国
規
制
緩

和
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
も
大
い

に
期
待
が
持
て
る
。そ
ん
な
開
業
ブ
ー
ム

が
続
く
一
方
で
は
、「
観
光
の
地
産
地
消
」

や
日
常
生
活
の
中
に
新
幹
線
を
取
り
入

れ
た「
マ
イ
レ
ー
ル
化
」が
定
着
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
開
業
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
時
、マ
イ
レ
ー

ル
の
力
が
ブ
ー
ム
を
底
力
へ
と
変
え
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
1
0
0
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
が
、今
、現
在
進

行
形
で
訪
れ
て
い
る
。そ
ん
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
は
、も
し
か
す
る
と
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。
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